
平成29年度香川県立高松高等学校玉翠会

理事会並びに代議員会次第

平成29年5月27日土曜日13時より

香川県立高松高等学校5階玉翠会館ホールにて

(1)香川県立高松高等学校玉翠会槙田会長挨拶

(2)香川県立高松高等学校識渕校長挨拶並びに職員紹介

芦開挨帖湘辨'|雛ｸ､卑凰

'‘!職ゞ ”絢苧鱸驫技>，榊棚融艤参ソ 琴挽t【審議案】
（率ﾀﾞｰﾄ第1号議案平成28年度玉翠会事業報告承認の件

第2号議案平成28年度玉翠会会計等収支決算報告承認の件

第3号議案一理事選任案承認の件

第4号議案年会費最低ライン引き上げ承認の件

第5号議案

第6号議案

平成29年度玉翠会事業計画案承認の件

平成29年度玉翠会会計等収支予算案承認の件

(4)連絡事項

①玉翠会事務局からの連絡

②香川県立高松高等学校からの連絡

(5)香川県立高松高等学校玉翠会 閉会挨拶
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云

今
云 則玉翠

第1章総 則

本会は香川県立高松高等学校玉翠会と称する。

本会は会員相互の連絡と親睦を図り、母校の発展を期するを目的とする。

本会は前条の目的を達するために次の事業を行う。

1．会員名簿・会誌の発行

2．会員の慶弔

3．講演会その他適当と認める事業

本会は本部を高松高等学校内に置き、支部は各地の会員の希望によりこれを設けること

ができる。

本会則の変更は、代議員会の決議による。

条
条
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１
２
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第
第
第

第4条

第5条

第2章会 員

本会員を分けて、通常会員と特別会員とする。

通常会員は、高松中学校、高松高等女学校・旧高松高等学校・旧高松女子高等学校・高

松高等学校の、卒業生及び準卒業生をもってあてる。

前条の学校の職員であった者及び現に職員である者を推して、本会特別会員とする

本会通常会員は入会の際入会金を納め、毎年会費を納めるものとする。

条
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第
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条
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第3章代 議 員

代議員は、各卒業年度の通常会員から、男女各々2名を互選する。

代議員は、同期生の消息・住所の調査報告を行い、代議員会を構成して議案を審議し、

これを議決する。

条
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第4章役． 員

第12条本会に次の役員を置く。

1．会長 1 名

2．副会長 若干名

3．理事 40名以上

4．監事 3名

本会に理事会の議を経て、名誉会長、顧問を置くことができる。

第13条会長及び副会長は、理事の互選による。

理事及び監事は、代議員会において選出する。

第14条会長は本会を代表し、会務を総括する。

副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは、会長の任務を代行する。

理事は理事会を構成し、会務を処理する。

監事は会計を監査する。

顧問は会議に出席し、意見を述べることが出来る。
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第15条役員の任期は2ヶ年とする。但し重任を妨げない。

第5章会 議

第16条理事会は会長が適宜招集し、次の事項を処理する。

1．総会及び代議員会の決議事項

2．同窓会名簿・会誌の編集発行

3．会計事務

4．職制その他会務執行に関する規定の作成

5．その他本会の運営に必要なる事項

第17条代議員会は、会長の招集により毎年一回開催し、次の事項を審議決定する。但し必要あ

る場合には、会長は臨時にこれを開くことができる。

1．会務報告及び事業計画の承認立案

2．予算決算の審議

3．理事監事の選任

4．会則の変更‘

5．総会において委任せられた事項

6．その他本会の運営に必要なる事項

第18条総会は会長の招集により開催することができる。

総会においては、次の行事を行う。

1．会務及び会計の報告

2．会員の親睦を図る行事

3．その他本会の運営に必要なる事項の審議決定

第19条理事会代議員会並びに総会においては会長がその議長となり、出席者の過半数の同意を

得て議案を決定する。可否同数のときは、議長の裁決による。

第6章会 計

本会の会計は、通常会員の入会金及び会費並びに特別寄付金による。

本会の会計年度は、毎年4月1日に始まり、翌年3月末日に終る。

条
条
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第

第7章支 部

支部の規約は各支部において適宜定めるものとする。

支部の代表者は本部の理事たる資格を有し本部支部間の連携を密にする。

条
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付 則

この会則の改正は、平成26年6月7日から施行する。
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香川県立高松高等学校創立100周年記念玉翠会教育基金運用規程

（趣旨）

第1条この規程は、香川県立高松高等学校創立100周年記念行事の一環として設置さ

れた香川県立高松高等学校創立100周年記念玉翠会教育基金（以下「基金」という｡）

の運用に関し、必要な事項を定めるものとする。

（目的及び事業）

第2条基金は、香川県立高松高等学校（全日制、定時制及び通信制の各課程をいう。以

下「本校」という｡）における教育活動を広く援助することを目的とし、次に掲げる活

動等に対して金銭を給付する事業を行う。

(1)本校生徒の教育的に有意義な諸活動

（2）本校教職員の教育的に有意義な諸活動

（3） 本校施設・設備の充実に関する諸事業

（4） その他本校の教育的諸計画の実施に関する事項

（事業年度）

第3条基金の事業年度は､毎年4月1日に始まり､翌年3月31日に終わるものとする。

（運営委員会等）

第4条基金の事業を適切に実施するため創立100周年記念玉翠会教育基金運営委員会

（以下「運営委員会」という｡）を置く。

2運営委員会は、委員長、副委員長及び委員若干名で組織する。

3委員長は、香川県立高松高等学校玉翠会会長をもって充てる。

4副委員長は、香川県立高松高等学校PTA会長及び香川県立高松高等学校長をもって

充てる。

5委員は、香川県立高松高等学校玉翠会、香川県立高松高等学校PTA及び香川県立高

松高等学校教職員を代表する者それぞれ若干名をもって構成する。

6基金の業務を藍杏するため、監事若干名を置くものとし、香川県立高松高等学校玉翠

会監事をもって充てる。
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（委員長等の職務）

第5条委員長は、運営委員会を代表し同委員会の事務を総括する。

2副委員長は、委員長を補佐する。

3監事は基金の監査をつかさどる。

（運営委員会の権能）

第6条次に掲げる事項は、運営委員会の識を経なければならない。

(1) この規程の改正に関する事項

（2） 毎事業年度の事業計画及び予算並びに決算に関する事項

（3） 重要な基金の処分に関する事項

（4） その他基金の運用に関し重要と認められる事項

2運営委員会は、毎年1回、基金の事業計画及び予算並びに決算について、香川県立高

松高等学校玉翠会、香川県立高松高等学校PTAに報告しなければならない。

（事務局）

第7条事務局を本校に置く。

（委任）

第8条この規程に定めるもののほか、基金の運用に関し必要な事項は、運営委員会の議

を経て、委員長が定める。

附 則

この規程は、平成6年6月25日から施行し、同年4月1日から適用する。
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香川県立高松高等学校甲子園出場記念教育基金運用規程

（趣旨）

第1条この規程は、香川県立高松高等学校野球部甲子園出場後援会事業の一環として設

置された香川県立高松高等学校甲子園出場記念教育基金（以下、 「基金」という｡）の運

用に関し、必要な事項を定めるものとする。

（目的及び事業）

第2条基金は、香川県立高松高等学校（全日制、定時制及び通信制の各課程をいう。以

下「本校」という｡）における教育活動を広く援助することを目的とし、次に掲げる事業

等に対して金銭を給付する事業を行う。

（1）本校部活動の振興に関する諸事業

（2）本校生徒・教職員の教育的に有意義な諸事業

（3）本校施設設備の充実に関する諸事業

④その他本校の教育的諸計画の実施に関する事項

（事業年度）

第3条基金の事業年度は､毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わるものとする。

（運営委員会等）

第4条基金の事業を適切に実施するため香川県立高松高等学校甲子園出場記念教育基金

運営委員会（以下「運営委員会」という｡）を置く。

2運営委員会は、委員長、副委員長及び委員若干名で組織する。

3委員長は、香川県立高松高等学校玉翠会会長をもって充てる。

4副委員長は、香川県立高松高等学校PT汎会長及び香川県立高松高等学校校長をもって

充てる。

5委員は、香川県立高松高等学校玉翠会、香川県立高松高等学校PT独及び香川県立高松

高等学校教職員を代表する者それぞれ若干名をもって構成する。

6基金の業務を監査するため、監事若干名を置くものとし、香川県立高松高等学校玉翠

会監事をもって充てる。
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（委員長等の職務）

第5条委員長は、運営委員会を代表し同委員会の事務を総括する。

2 副委員長は、委員長を補佐する。

3監事は、基金の監査をつかさどる。

（運営委員会の権能）

第6条次に掲げる事項は、運営委員会の識を経なければならない。

（1） この規程の改正に関する事項

②事業計画及び予算並びに決算に関する事項

③重要な基金の処分に関する事項

（4） その他基金の運用に関し重要と認められる事項

2運営委員会は、毎年1回、基金の事業計画及び予算並びに決算について、香川県立高

松高等学校玉翠会、香川県立高松高等学校PT晩に報告しなければならない。

（事務局）

第7条事務局を本校に置く。

（委任）

第8条 この規程に定めるもののほか、基金の運用に関し必要な事項は、運営委員会の識

を経て、委員長が定める。

附 則

この規程は、平成17年6月11日から施行する。
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平成28年度玉翠会事業報告

高松懇親会準備委員会4/25, 11/29, 2/22

7

月 日 曜 事業名 会場

4 26 火 会計監査 5F会議室

5 9 月 玉翠会会長副会長会 校長室

5 21 土 東海玉翠会総会 名鉄グランドホテル

6 11 土

玉翠会理事会・代議員会

玉翠会教育基金運営委員会

玉翠会・PTA合同歓送迎会

玉翠ホール

校長室

JRホテルクレメント高松

6 25 土 徳島玉翠会総会 ザ･グランドパレス徳島

7 9 土 玉翠会報第37号発行

7 9 土 東京玉翠会総会 グランドプリンスホテル新高輪

7 7 木
第1回グローバルアカデミー(GGA)

‘ 外務省山川寛詞氏(H11卒）
玉翠ホール

9 10･11 土･日 文化祭（玉翠会お休み処） 高松高校

10 22 土 関西玉翠会総会 ホテルグランヴィア大阪

10 25 火
先輩講演会
元ICPO国際響察機櫛総裁兼元俊徳氏(39卒）

体育館

11 12 土 岡山玉翠会総会 アークホテル岡山

2 7 火 玉翠会会長・副会長会 校長室

3 3 金 卒業式 体育館



平成28年度玉翠会会計収支計算書

自平成28年4月1日 至平成29年3月31日

次年度収支差額

普通預金

定期預金

計

未払金

次年度収支差額

6,048,985円

10,000,000円

百十四銀行

百十四銀行

16,048,985円

△217,944円

百十四銀行 15,831,041円

退職積立預金 百十四銀行 300,066円

8

科 目 予算額 決算額 差異 備考

収入の部

l玉翠会会費 ． 8,500,000 7,169,780 41,330,220

2玉翠会入会金 lj033,600 1,014 000 △19，600
全日制全校生962名
卒塗牛362尭(壼涌41楽）

3受取利息 2,000 2 208 208

4雑収入 0 38 540 38,540 名簿販売等

収入の部合計 9,535,600 8,224 528 △1,311,072

支出の部

l本部運営費

1）職員給与

2）玉翠会運営費

3）慶弔費

4）玉翠会会報発行費

4,530,000

1,600,000

1,400,000

30,000

1,500,000

3,799,561

1,600,000

1,070,718

29，000

1,099,843

△730,439

0

△329,282

41,000

△400,157

2支部運営費

1）支部総会祝金

2）支部総会旅費

1,400

400

1,000

000

000

000

1 , ９
０
９

５
０
５

１
４
７

040

000

040

△240,960

0

4240,960

3卒業生記念品料 130 000 119 226 410,774

4備品充実費 500 000 304 560 4195,440
ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑﾒﾝﾃﾅﾝｽ費用
ﾎｰﾑﾍﾞｰｼﾞ恋更善用等

5退職積立預金繰入支出 100 022 100 044 22

6学校助成金会計繰入支出 2,000 540 2,000 540 0

7予備費 300 000 0 A300,000

支出の部合計 8,960 562 7,482,971 △1,477,591

当年度収支差額 575 038 741,557 166,519

前年度収支差額 15,089 484 15,089,484 0

次年度収支差額 15,664 522 15,831,041 166,519



平成28年度創立百周年記念玉翠会教育基金

収支計算書

自平成28年4月1日 至平成29年3月31日

預金内訳
824,537円

14,000,000円

百十四銀行

百十四銀行

普通預金

定期預金

計（次年度収支差額） 14,824,537円

9

科 目 予算額 決算額 差異 備考

収入の部

l受取利息 3,000 3,412 412

2雑収入 0 12,000 12,000 寄付金4件

収入の部合計 3,000 15,412 12,412

支出の部 0

1奨学金 1,800,000 2,640,000 840,000 22名

2教育活動費 200,000 0 4200,000

3雑費 540 540 0 残商証明書発行手数料

4予備費 50,000 0 450,000

支出の部合計 2,050 540 2,640,540 590,000

当年度収支差額 42,047 540 △2,625,128 △577,588

前年度収支差額 17,449 665 17,449,665 0

次年度収支差額 15，402 125 14,824,537 △577,588



平成28年度玉翠会学校助成金収支計算書

自平成28年4月1日至平成29年3月31日

預金内訳

6,000,816円普通預金 百十四銀行

10

科 目 予算額 決算額 差異 備考

収入の部

1玉翠会会計より繰入収入 2,000,540 2,000,540 0

2受取利息 0 46 46

収入の部合計 2,000,540 2,000,586 46

支出の部

1雑費 540 540 0 残商証明書発行手数料

支出の部合計 540 540 0

当年度収支差額 2,000,000 2,000,046 ≦ 46

前年度収支差額 4,000,770 4,000,770 0

次年度収支差額 6,000,770 6,000,816 46



平成28年度香川県立高松高等学校甲子園出場記念教育基金

収支計算書

自平成28年4月1日至平成29年3月31日

預金内訳
41,118円

7,460,000円

百十四銀行

百十四銀行

普通預金

定期預金

計（次年度収支差額） 7,501, 118円

11

科 目 予算額 決算額 差異 備考

収入の部

1受取利息 1,500 1,713 213

収入の部合計 1,500 1,713 213

支出の部

1教育活動費 0 660,000 660,000
多
斗
“
Ⅲ

碗、ロI抄nIJUp…哩醒＝界

i助

2雑費 540 540 0 残商証明書発行手数料

支出の部合計 540 660,540 660,000

当年度収支差額 960 △658,827 △659,787

前年度収支差額 8,159,945 8,159,945 0

次年度収支差額 8,160,905 7,501,118 △659,787



2016年11月24日

香川県立高松高等学校玉翠会

2016年度文化祭事業事業報告･決算報告書

香川県立高松高等学校玉翠会

2016年文化祭事業委員会

1．事業名

2016年高松高校文化祭における御接待処｢玉翠鬮の設営と運営

2．事業目的

①高松高校文化祭において玉翠会事業を開催することで現役高高生の諸活動に対する

玉翠会員の理解を深める

②高松高校文化祭への学外からの来訪者に茶湯のおもてなしをする。

③過去の文化祭の資料や写真をパネルや現物展示することにより高松高校の歴史を内外

に紹介する。

3.事業担当者

委員長谷田部秀男(HO2)

委員千切谷耕一郎･川人香織･宮武安希子･津國祐香理･古竹美奈･茂中芳佳･大谷智子

林本実･王尾健一郎･吉田元信･湯浅泰三･鎌田英紀･泉保光邦･三好仁美

小川朋子(以上HO2)長町篤(H11)

4．実施日時

平成28年9月10日(土)9時30分～15時30分

9月11日(日)9時00分～15時00分

5．実施場所

香川県立高松高等学校2階南西206教室香川県高松市番町3-1-1

6．参加人数(玉翠庵入場者数）

10日244名(うちﾌｫｰｸダﾝｽ22名)･11日535名合計779名

お茶提供数約600杯

（参考学校側による文化祭の推定総入場者数は約3,000名）

7．収支決算 別紙

8．所見

今年度より卒業年度の同志が集まって事業を行うことになりました文化祭事業ですが､前年

度より引き継ぎさせて頂きました内容に加え､在学当時の校舎､生活様子の写真パネル展示

と屋外で玉翠会員と現役高校生との交流事業､ﾌｫｰｸダﾝｽを開催致しました｡会場､学生

の集客等の問題がうまくクリアーできず､ﾌｫｰｸグﾝｽ事業は､参加者が少なかったですが、

玉翠庵での､文化祭資料の展示と写真パネルは､前年度同様に多数の人に懐かしんでもらう

ことが出来たと思います。

こうして同級生でひとつの大きな事業を任せていただく機会を与えていただいたことで､普段

から同じ高松に住んでいる同級生を呼び､集まるいい機会となりました｡さらなる今後の交流にも

発展させていきたいと思います｡ただ次回開催担当となるHO3卒の方に､一緒に参画していた

だいたほうが､より分かりやすく引き継ぎ出来たのではないかと反省材料も浮き彫りになりました。

最後になりましたが､今回の事業に多大なるご尽力を賜りました先生､先輩方に深く感謝したい

と思います｡ありがとうございました。
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玉翠会文化祭事業収支決算書平成28年度

収入の部

支出の部

寄付寄附

13

項目 予算額 決算額 備考

玉翠会本部より 50,000 50,000

小計 50,000 50,000

合計 50,000 50,000

項目 予算額 決算額 備考

会場設営費

ﾊﾚﾊﾞﾈ・写真用印刷用紙

ﾏｸﾞﾈｯﾄﾃｰﾌﾟ ・カップ

ｱﾙﾐﾊﾞｯｸ・ｽﾘｯﾉ､・ ・養生ﾃｰﾌﾟ

飲料

冷却用氷・水

小計

10,000

6,500

6,500

15,000

10,000

48,000

713

864

1,836

5,118

1,318

9，849

(CPﾊﾚﾊﾞﾈ5mm・JP写真用紙)+消費税

ﾏｸﾞﾈｯﾄﾃｰﾌﾟ@108x7・へ．-､.－ｶｯﾌﾟ@108

ｱﾙﾐﾊﾞｯｸ@108・ｽﾘｯﾊ･@162xlO・菱生ﾃｰﾌﾟ@108

ﾍﾞｯﾄﾎﾞﾄﾙx24本

板氷@248x5．水@78

材料費

当日追加紙ｺｯﾌﾟ

当日追加紙ｺｯﾌﾟ ・雑材

当日追加紙ｺｯﾌﾟ

当日追加飲料

当日追加飲料

小計

432

540

432

525

636

2,565

紙ｺｯﾌ.@108x4

● ●

ヘーハーコッフ

紙ｺｯﾌ.@108x4

飲料@175x3

飲料@106x6

雑費

CD音源貸与に対するにお礼

CD音源貸与に対するにお礼

小計

0

0

1,998

2,052

4,050

附属高松小学校体育科

津田高校

予備費 2,000 0

本部会計へ 33,536

合計 50,000 50,000

会員より寄付・寄贈 当日寄付 会議費補助



監査報告書

私ども監事は、 「玉翠会会計」 「創立百周年記念玉翠会教育基金」 「玉

翠会学校助成金会計」 「香川県立高松高等学校甲子園出場記念教育基

金」の、平成28年4月1日から平成29年3月31日までの会計

について監査し、併せて決算関係書類の審理を実施した結果、適切

にして正確であることを確認いたしました。

平成29年4月27日

年嘘毒臭穆
●画◆●●●●●■■■句｡●●■■■■■■■■■●●守寺●●◆●申●■。●。早■‐■■q■■1■●●◆舎寺寺●◆●争｡｡｡｡｡■4■■■‐■‐●告●◆◆玉翠会監事

難灘←j、 UI非膠
4■4■句句■■■■■－q■■■●●e争口◇･●◆◆｡■4■4■4■4■q■■■■■'■■■q■●●●◆画◆③｡●｡｡』■

４
厘
℃
β
Ｐ
唖

一定…独…を洞_③
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平成28年度玉翠会役員

東京玉翠会

玉翠会関西

晩翠部会高中部会

岡山玉翠会

徳島玉翠会

東海玉翠会

15

役員 本塞4
■
ロ
ロ ： 名

顧問 昭7 岡 § ;美代子
〃 〃35 犬ロ 大介

役員 卒業回･年 氏名

会長 昭42 田 實

副会長 〃1〔 和子
〃 54恒 米房之助
〃 昭41 牟攪明
〃 〃47 3島賢治
〃 "b4 藤哲也
〃 〃58 |藤宏一郎
〃 〃38 谷忠克

役員 本塞4
一
一

ロ
－

》
一

玲名

会長 昭34 掻 別 Ｉ 修

副会長 〃34 Ⅲ
一
一
一 『屋義正

〃 〃38 高［ ヨ トシ子
〃 〃43 小＆§豊子
〃 〃47 士腺：範行

事務局 〃53 土田 充

役 昌 衣輩尤 田
口

玉名
今
云 長 昭34 口順一

副
渓
司 長 〃39 健

〃兼． 季 努局 〃49 島朋子
常任幹副 会長 〃53 I 泰藏

顧問 〃26 ,田清隆

役員 承拳4
－

学
一

氏名

監事 昭21 安達惠美子

理事 〃17 高木敬子
〃 〃20 宮脇シズ子
〃 〃21 谷本文子
〃 〃24 大久保和子

役員 卒業I EI 氏名

理事 45 ヌ 』山修
〃 46 加願§達雄
〃 48

四七

但口 I 隆
〃 51 大ヤ

■

『也
〃 53 井口 』 ;夫

役員 章まあ 言 氏名

会長 昭441号多田讓治
副会長峡事務局長 〃461 こう 竜 壯

名誉会長 〃301：辻 孝夫
〃 〃32 太田武夫
〃 〃34 河野一郎

顧問 〃30 山下一盛

役員 衣鑿上 四
一

氏名

監事 昭37 小川和彦
〃 "41 中村 1

理事 〃25 佐藤嘉弓
ｐ
一

〃 〃26 太任
亀
劃
一

〃 〃27 今渇 暉二
Ｐ
一

〃 〃28 大虜 裕膓
■■d■

さ

〃 〃29 本稔
〃 〃30 谷亮三
〃 〃31 白井治
〃 〃32 田 武
〃 〃33 森勉
〃 〃34 日原英輝
〃 〃34 今

ｂ鍋武紀
〃 〃35 佃章二
〃 〃36 泳孝明
〃 〃37 I内康生
〃 〃38 果田紘一
〃 〃39 与岡哲朗
〃 〃Jソ 寸井恵子
〃 "40 P山隆司
〃 〃41 公IL 千恵子
〃 〃42 月石陽子

役員 卒業年 6名

理事 ﾛ固4JIL

二
に
一 牛
一

‘ノ 學廿干以

〃 "441フ

ノ酉

ー

太
一

I 賀久
〃 "451[

Ｆ

二

中博史
〃 "461/:

I■■

ノ
■■■

小

一

島英夫
〃 "471ラ

ノ言

ー
天

二
雲俊

■
一
』

〃 〃481二

一一

二

土居譲
、
Ｇ
８

〃 〃49 田謙
ロ
ロ
。

〃 "501に
』
Ｅ

一
村谷眉 ﾖリ

〃 "51 1＃M名
■■■■■■■■一

§ 芳久
〃 "53 1# f博司

〃 〃54 ｜ 千晶
〃 〃55 菖井正好
〃 〃56 ｣､早川龍司
〃 〃57 :本康裕
〃 〃58 i下聖史
〃 〃59 耕一
〃 ﾉﾉ60 崇弘
〃 〃61 正司
〃 "41 輝男
〃 〃42 1成一
〃 〃44 寸章夫
〃 〃52 冒芙偲子

役員 志また 宝I 呼一 々

会長 昭441長尾哲見

副会長兼会計 "42 1中村芳正

副会長 "47 1香川典子

"兼事務局長 "481坂口英則

監事 "48|寺嶋吉保

名誉会長 "33 1渡塁謙

顧問 "281渡 互恒明
〃 "341渡邊恵子

役員 奉圭胆
一
一

ロ
－

一
己

氏名

会長 昭44 入倉憲二

副会長 "291 田久臘 f
〃 "401; ﾐ棟公ラ

画
一
、

事務局 〃50 宮野止朗



平成29年度玉翠会役員（案）

《
云東京玉翠

翠会関西玉
■■ ﾆﾛ
ｰ

岡山玉翠会

徳島玉翠会

東海玉翠会

役信 承奉上
二
全
】 玉名

顧儲 昭7 1 岡§ F美代子
〃 〃35 大西大介

得員 卒業回･年 昂名

会長 昭42 ［ ］ 實

副会長 〃19 和子
〃 54回 、米房之 功
〃 昭41 且攪明
〃 〃47 ]島貢宿

〃 〃54 :藤哲也
〃 〃58 |藤宏一郎
〃 〃38 谷忠克

役員
－－

一一』’

本拳*
ご
幸
】 氏名

《
エ 長 昭341 濯辺修

畠I 会長 〃34 三崎屋義正
〃 〃43 小島豊子
〃 〃47 土居範行

事務局 〃53 土田 充

役員
■ －全■■か丹

》
一

3 名

会長 昭341樋口順一

副会長 "391 健
〃 "51 1i

一

局フ竜幹夫
〃 〃53 森 泰藏

〃兼事務局 〃49 田島朋子

常任幹事長 〃56 三舩司郎

厨 問 〃26 島田清隆

役員 本鑿上
一
一

二
《

氏名

監事 昭21 1安達惠美子

理事 〃171 高木敬子
〃 〃201

』

宮脇シズ子
〃 〃21 谷本文子
〃 〃24 大久保和子

役員 卒業回 ｜ 氏名

理事 45 丸山修
〃 46 加藤達雄
〃 51 大竹哲也
〃 53 井口裕夫

役員 念拳牟
一
一

画

玉名

会長 昭44 邪］譲治

副会長兼事務局長 〃46
■■

一ノ く 壯
副会長兼会計 〃44 寺I」美穂

名誉会長 〃30 ＋
ー 孝夫

〃 〃32 太田武夫
〃 〃34 河野一郎

顧問 〃30 山下一盛

衿昌 卒業f
』
卓
亘 氏名

理事 昭431‐
一
一
一
酉

上
ご
野準一

〃。 "4411

ジ一

】

太
】
田賀久

〃 "451E

Ｅ

一

中
一

博史
〃 〃461ノ

ノ

ー

小
一
島英夫

〃 〃47 1ラ

一一ダ

ニ

天
二
雲俊夫

〃 "481二

一・

国

土居譲治
〃 〃49 『田謙作

■ 凸

〃 〃50 村谷百則
〃 〃51 冬芳久
〃 〃53 皮博司
〃 〃54 ll 千晶
〃 〃55 井正好
〃 〃56 早川龍言
〃 〃57 :本康裕
〃 〃58 §下聖史
〃 〃59 i田耕一
〃 "60

〃 〃61 瀬正司
〃 〃41 川輝男
〃 〃42 §l1成一
〃 〃44 寸章夫
〃 〃52 薔芙偲子

役員 衣また
口
凸

匡』
ー

氏名

監事 昭37 ､川和彦
〃 〃41 '村秀明

理事 〃25 皇藤嘉子
〃 〃26 :田英章
〃 〃27 P澤暉子
〃 〃28 ご塚裕康
〃 〃29

〃 〃30 谷亮三
〃 "31 井治
〃 〃32 田武
〃 〃33 卜森勅

〃 〃34 原英輝
〃 〃34 鍋武紀
〃 〃35 田章二
〃 〃36 永 1
〃 〃37 内康と

画
■
二

〃 〃38 田紘一
〃 〃39

ｔ
二 岡哲朗

〃 〃39 I， ･井恵子
〃 〃40 .山隆司
〃 "41

h

f

ﾛ §IL 千恵子
〃 〃42 月石陽子

役
－

一一

昌 一
一
一
一

本華咋 三I 、氏 名

会長 昭44 |長尾
一
■

罫見

副会長兼会計 "421中村； 苧正

副会長 "47 1香川 」 a子

〃兼事務局長 〃481坂に 英貝I

副会長 〃601松院 淳

監事 "45I守蛎 吉保

名誉会長 〃331渡翌 謙

顧問 "281渡迩 亘既
〃 〃341渡謹 葱子

径昌 本琴咋
一
一

ロ
－

二
■ 氏名

会長 昭44 入倉憲二

副会長 〃29 山田久雄
〃 "40 森棟公夫

事務局 〃50 菅野正朗



玉翠会年会費最低ライン引き上げについて

まず、現在の玉翠会年会饗は1口が1000円(振込手数料は会負担)であり、約9割の方が

1000円のみの振り込みであります。

長きにわたって運営されてきた数多の会と同様に、これから始まる昭和ベビーブーマー

世代の皆様の御勇退や、少子化による新入会員の減少等々により、当玉翠会も、あと15年

弱で今ある剰余金を使い果たして資金不足の状況に陥ることが予測されております。これ

に対抗する措置として現在推進しております会報をはじめとする会員様への連絡の電子化

等による通信経饗合理化への取り組みに加えまして、会員の皆様から頂いている年会費最

低ラインの増額も必要となって参りました。

皆様から頂戴いたしました年会費は、連絡事務費としての支出にとどまらず、毎年、 200

万円の高松高等学校への施設寄付、並びに200万円の現役高高生への不還付学費協力奨学

金等々、我々を育ててくれた高松高等学校への恩返しと現役後輩諸君への励ましのための

浄財として、有効に活用させて頂いております。この活動を今後も継続させるためにも、年

会費の最低ラインを現行の1000円から2000円へ引き上げます。
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平成29年度玉翠会事業計画（案）

高松懇親会準備委員会4/26

18

月 日 曜 事業名 会場

4 27 木 会計監査 5F会議室

5 15 月 玉翠会会長副会長会 校長室

5 20 土 東海玉翠会総会 名鉄グランドホテル

5 27 土

玉翠会理事会・代議員会

玉翠会教育基金運営委員会

玉翠会高松懇親会

玉翠ホール

校長室

高松市中央公園(Tサンポート）

6 24 土 徳島玉翠会総会 ザ･グランドパレス徳島

7 6 木
第1回玉翠ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｱｶﾃﾞﾐｰ(GGA)

たけあき

H10卒鎌田長明氏(鎌長製衡(株)社長）

玉翠ホール

7 8 土 玉翠会報第38号発行

7 8 土 東京玉翠会総会 ． グランドプリンスホテル新高輪

9 9．10 士･日 文化祭（玉翠会お休み処） 高松高校

10 21 土 関西玉翠会総会 ザ･リッツ･カールトン大阪

10
先輩講演会 たぽかす

β47卒木村
…

伊量

ソ

氏(元朝日新聞社社長）

体育館

11 11 土 岡u｣玉翠会総会 アークホテル岡山

2 玉翠会会長･副会長会 校長室

3 6 火 卒業式 体育館



平成29年度玉翠会会計収支予算書（案）

自平成29年4月1日 至平成30年3月31日

19

科 目 当年度 前年度決算 備考

収入の部

l玉翠会会費 8,000,000 7,169,780

2玉翠会入会金 1,030,400 1,014 000
在
卒

二
１
．
Ｊ

二960名
三368躬 （定通48名）

3受取利息 0 2 208

4雑収入 0 38 540

収入の部合計 9,030,400 8,224 528

支出の部

1本部運営費

1）職員給与

2）玉翠会運営費

3）慶弔費

4）玉翠会会報発行費

4,530,000

1,600,000

1,400,000

30,000

1,500,000

3,799,561

1,600,000

1,070,718

29,000

1,099,843
過去3年内に納入のあつだ
会圏十新卒棄生

2支部運営費

1）支部総会祝金

2）支部総会旅費

1,300

400

900

000

000

000

1 ， ９
０
９

５
０
５

１
４
７

040

000

040

3卒業生記念品料 130 000 119 226

4備品充実費 500 000 304 560 ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑﾒﾝﾃﾅﾝｽ費用等

5退職積立預金繰入支出 100 000 100 044

6学校助成金会計繰入支出 22000 540 2,000 540

7予備費 300 000 0

支出の部合計 、 8,860 540 7,482,971

当年度収支差額 169 860 741,557

前年度収支差額 15,831 041 15,089,484

次年度収支差額 16,000 901 15,831,041



平成29年度創立百周年記念玉翠会教育基金

収支予算書（案）

自平成29年4月1日 至平成30年3月31日

I

20

科 目 当年度 前年度決算 備考

収入の部

1受取利息 1,000 3,412

2雑収入 0 12,000

収入の部合計 1,000 15,412

支出の部

l奨学金 2,400,000 2,640,000 月10,000円×20名

2教育活動費 200,000 0

3雑費 540 540 残商証明書発行手数料

4予備費 50,000 0

支出の部合計 2,650 540 2,640,540

当年度収支差額 △2，649 540 A2,625,128

前年度収支差額 14,824 537 17,449,665

次年度収支差額 12,174 997 14,824,537



平成29年度玉翠会学校助成金収支予算書（案）

自平成29年4月1日．至平成30年3月31日

21

科 目 当年度 前年度決算 備考

収入の部

1玉翠会会計より繰入収入 2,000,540 2,000,540
玉翠ホール空調槻更新
工率のため

2受取利息 0 46

収入の部合計 2,000,540 2,000,586

支出の部

l雑費 540 540 幾高証明書発行手数料

支出の部合計 540 540

当年度収支差額 2,000,000 2,000,046
､

前年度収支差額 6,000,816 4,000,770

次年度収支差額 8,000,816 6,000,816



平成29年度香川県立高松高等学校甲子園出場記念教育基金

収支予算書（案）

自平成29年4月1日至平成30年3月31日

22

科 目 当年度 前年度決算 備考

収入の部

l受取利息 550 1,713

収入の部合計 550 1,713

支出の部

1教育活動饗 0 660,000

2雑費 540 540 残高証明書発行手数料

支出の部合計 540 660,540

当年度収支差額 10 △658,827

前年度収支差額 7,501,118 8,159,945

次年度収支差額 7,501,128 7,501,118



平成29年度より、コンビニでも玉翠会費の振込が可能となります。
以前と同様で、郵送した会報に振込用紙を同封いたしますが、郵便局用とコンビニ用の2種類の振込用
紙がA4の紙1枚に印刷されています（下方「振込用紙イメージ」参照）ので、必要な種類のみを切り離
してご利用ください。詳しくはホームページにも掲載します。 （｢ホームページイメージ」参照）

振込方法

◆基本的に以下の3つの方法があります。振込手数料は当方の負担になっていますのでご不要です。

①郵便局でお振込の方
・会報に同封の振込用紙①を切り離し、振込額を記入してお振込ください。

．また、ゆうちよ銀行のATM(払い込み機能のあるものに限ります｡）でもご利用いただけます。

②コンピニでお振込の方
・会報に同封の振込用紙②を切り離しご利用ください。振込額は変更できません。 (2,000円）
・振込用紙には有効期限があります。それを過ぎますとその振込用紙はご利用できませんのでご注
意ください．

③クレジット決済(PayPal)でお振込の方
・玉翠会ホームベージ(http://gyokusui・org/)の｢年会費納入のお願い｣よりお手続きできます。

◆ その他

ゆうちよダイレクトの電信振替でゆうちよ銀行口座へ送金、また他の金融機関からも下記の口座へ
お振込が行えます。振込手数料は各自ご負担願います。
入金処理の際は、必ず6桁の会員番号を振込人氏名の前に打電してください。

※メール会員の方は、会報発行時に送信するメール内にて会員番号をお知らせいたします。
会員番号のわからない方はメールまたはお電話等にて事務局までご連絡ください。
会員番号がなく納入者を特定出来ない場合は「納入者不明」として入金させていただきます。

例） 123456タカマツタロウ

香川県立高松高等学校玉翠会

01630-0-31115

本店 普通口座0078326

口座寓義

ゆうちよ銀行口座

百十四銀行口座

ホームページイメージ振込用紙イメージ
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玉翠会理事会代議員会会場について

場所 玉翠会館ホール（5階）

エレベーターまたは教務職員室前の階段をご利用ください。

お願い

（1）5階じゅうたんの部分は土足禁止ですので、ご協力ください。

（2）会場は下図のとおりですので、前から席を空けずに着席ください。
（3）校地内禁煙ですので、ご理解とご協力をお願いします。

会場図

演台 議長席

「冒司r了
マイク マイクマイク
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理事 ・ 代議員

入り口



2○1ワ年関西三玉翠■会総会

開催決定1 ､ ■ ‘

『輝くあなた謎高言に里いを馳せ集まろう、1

新たな伝統､仲間と集う今日望壱ミヂーH』
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旧時] 2017年(平成29年)10月21員吐》
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f1、功､んぎよくh&'職関西玉翠会の略称です

URL:http://gyokusui.jpn.org/

Facebook:https://www.facebook.com/KansaiGyokusui/

■
一
口
計

お問合せ先:k.gyokusui.sokai@gmail.com=

（関西玉翠会総会準備会担当幹事昭和61年卒） ■
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